
科目群 科目区分等 科  目  名 担当教員名 対象学年次 学期 
 
専門科目 2 単位 

保育実習 

 
保育実習Ⅳ 

 

 
亀井聡 

 
2 年次 

 
秋 

 
授業のキーワード 児童福祉施設 事前指導 事後指導 

授業の概要・目的 
及び修得させる知

識・技能 

保育実習Ⅱで学んだことをもとに、児童福祉・社会福祉施設での２回目の実習を行な

う。 
責任実習等を通して保育士としての資質・能力・保育技術の向上を目指すものとする。

保育実習ⅠとⅡを双方履修した学生のみ受講できます。 

履修のアドバイス・ 
前提科目等 

実習という授業の性格上、事前授業の出席が満たない場合は、実習に参加できないこ

ともあります。 事前指導時に個別面接を実施します。 評価に関しては保育実習Ⅱと

同じ。 
 

授 業 展 開 

 テーマ 内   容  テーマ 内   容 

第 
１ 
講 

（事前指導） ・実習計画の作成 
・実習計画に関する学生間の質疑応答  
・児童（利用者）理解の方法 
・実習記録の書き方 

第

９

講

  

第 
２ 
講 

（実習） ・居住型・通所型児童福祉施設にて１０

日間の実習（１０月を予定） 
第

10
講

  

第 
３ 
講 

（事後指導） ・グループ別反省会 
・全体における反省会を実施し、集団討

議をする ・実習報告書の作成。 

第

11
講

  

第 
４ 
講 

  第

12
講

  

第 
５ 
講 

  第

13
講

  

第 
６ 
講 

  第

14
講

  

第 
７ 
講 

  第

15
講

  

第 
８ 
講 

  

評 価 方 法 

各施設の評価を基本に、事前指導・事後

指導の出席状況を、実習ノート等を総合

的に評価する。 詳細については講義開講

時に説明をする。 
備 考 

（関連する資格・試験等） 

保育士としての自覚を持ち、責任実習を行なうことによって、さらなる自分自身の保育

技術や保育観等を育てていきましょう。 

使用する教科書（必ず購入してください） 参 考 文 献 
 
 
 

 


